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(57)【要約】
　燃焼により、改良された放出物を生成し又はもたらす
、アルカリ金属過塩素酸塩含有のガス発生剤組成物と、
膨張式拘束システムで使用するための膨張ガスを発生さ
せる関連の方法が提供される。かかるアルカリ金属過塩
素酸塩含有ガス発生剤組成物は、平均粒子サイズが１０
０ミクロンを超えて存在する少なくとも１種のアルカリ
金属過塩素酸塩を含む。かかるアルカリ金属過塩素酸塩
含有ガス発生剤組成物はまた、非アジ化物の適切な有機
の窒素含有燃料と、塩基性硝酸銅、酸化第二銅、二硝酸
ジアンミン銅－硝酸アンモニウム混合物（ここで、硝酸
アンモニウムは約３～約９０重量％の範囲で混合物中に
存在する）、銅ジアンミンビテトラゾール、５－アミノ
テトラゾールと塩基性硝酸銅との反応から生じる銅－硝
酸塩錯体、及びこれらの組合せよりなる群から選択され
る少なくとも１種の銅含有化合物とを含み又は含有する
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下のものを含むガス発生剤組成物：
　非アジ化物の有機の窒素含有燃料、
　塩基性硝酸銅、酸化第二銅、二硝酸ジアンミン銅－硝酸アンモニウム混合物（ここで、
硝酸アンモニウムは約３～約９０重量％の範囲で混合物中に存在する）、銅ジアンミンビ
テトラゾール、５－アミノテトラゾールと塩基性硝酸銅との反応から生じる銅－硝酸塩錯
体、及びこれらの組合せよりなる群から選択される、少なくとも１種の銅含有化合物、及
び、
　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える、所定量の少なくとも１種のアルカリ金属過
塩素酸塩であって、約１～約１０組成重量％の相対量で存在し、該ガス発生剤組成物が燃
焼するとき、塩化水素、一酸化炭素、アンモニア、二酸化窒素、及び一酸化窒素を実質的
に含まないガス状放出物を生じるのに有効である、少なくとも１種のアルカリ金属過塩素
酸塩。
【請求項２】
　少なくとも１種のアルカリ金属過塩素酸塩が過塩素酸カリウムである、請求項１記載の
ガス発生剤組成物。
【請求項３】
　少なくとも１種のアルカリ金属過塩素酸塩が過塩素酸ナトリウムである、請求項１記載
のガス発生剤組成物。
【請求項４】
　少なくとも１種のアルカリ金属過塩素酸塩が少なくとも約２００ミクロンの平均粒子サ
イズで存在する、請求項１記載のガス発生剤組成物。
【請求項５】
　少なくとも１種のアルカリ金属過塩素酸塩が約３５０～約４５０ミクロンの範囲の平均
粒子サイズで存在する、請求項１記載のガス発生剤組成物。
【請求項６】
　当量比が約０．９５～約１．０５の範囲である、請求項１記載のガス発生剤組成物。
【請求項７】
　非アジ化物の有機の窒素含有燃料が、硝酸アミン、ニトロアミン、複素環ニトロ化合物
、テトラゾール化合物、及びこれらの組合せよりなる群から選択される、請求項１記載の
ガス発生剤組成物。
【請求項８】
　非アジ化物の窒素含有燃料が硝酸グアニジンである、請求項１記載のガス発生剤組成物
。
【請求項９】
　以下のものから本質的になる、請求項１記載のガス発生剤組成物：
　約４０～約６０組成重量％の硝酸グアニジン、
　約３５～約５０組成重量％の塩基性硝酸銅、
　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過塩
素酸塩、及び、
　約１～約５組成重量％の金属酸化物燃焼速度上昇・スラグ生成添加剤。
【請求項１０】
　以下のものから本質的になる、請求項１記載のガス発生剤組成物：
　約４０～約５０組成重量％の硝酸グアニジン、
　約４０～約５５組成重量％の二硝酸ジアンミン銅－硝酸アンモニウム混合物（ここで硝
酸アンモニウムは混合物中に約３～約９０重量％の範囲で存在する）、
　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過塩
素酸塩、及び、
　約１～約５組成重量％の金属酸化物燃焼速度上昇・スラグ生成添加剤。
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【請求項１１】
　以下のものを含む、請求項１記載のガス発生剤組成物：
　約１０～約４０組成重量％の硝酸グアニジン、
　約４５～約６０組成重量％の塩基性硝酸銅、
　約５～約３０組成重量％の銅ジアンミンビテトラゾール、
　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過塩
素酸塩、及び、
　約１～約５組成重量％の少なくとも１種の金属酸化物燃焼速度上昇・スラグ生成添加剤
。
【請求項１２】
　以下のものを含む、請求項１記載のガス発生剤組成物：
　約１０～約６０組成重量％の硝酸グアニジン、
　約１～約３５組成重量％の塩基性硝酸銅、
　５－アミノテトラゾールと塩基性硝酸銅との反応から生じる約１０～約６０組成重量％
の銅－硝酸塩錯体、
　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過塩
素酸塩、
　約１～約５組成重量％の少なくとも１種の金属酸化物燃焼速度上昇・スラグ生成添加剤
。
【請求項１３】
　自動車の膨張式拘束システムのエアバッグクッションを膨張させるための膨張ガスを発
生させる方法であって、
　請求項１記載のガス発生剤組成物に点火して、所定量の膨張ガスを発生させる工程、及
び、
　該膨張ガスでエアバッグクッションを膨張させる工程、
を含む膨張ガス発生方法。
【請求項１４】
　膨張ガスが、塩化水素、一酸化炭素、アンモニア、二酸化窒素、及び一酸化窒素を実質
的に含まない、請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　非アジ化物の有機の窒素含有燃料、
　塩基性硝酸銅、酸化第二銅、二硝酸ジアンミン銅－硝酸アンモニウム混合物（ここで、
硝酸アンモニウムは約３～約９０重量％の範囲で混合物中に存在する）、銅ジアンミンビ
テトラゾール、５－アミノテトラゾールと塩基性硝酸銅との反応から生じる銅－硝酸塩錯
体、及びこれらの組合せよりなる群から選択される銅含有化合物、
　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える、約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過
塩素酸塩、及び
　二酸化ケイ素、酸化アルミニウム、酸化亜鉛、及びこれらの組合せよりなる群から選択
される、約１～約５組成重量％の少なくとも１種の金属酸化物燃焼速度上昇・スラグ生成
添加剤、
を含むガス発生剤組成物であって、
　非アジ化物の有機の窒素含有燃料、銅含有化合物、アルカリ金属過塩素酸塩、及び金属
酸化物燃焼速度上昇・スラグ生成添加剤が、該ガス発生剤組成物が約０．９５～約１．０
５の範囲の当量比を有するのに充分な相対量で存在し、且つ、
　該ガス発生剤組成物の燃焼により、塩化水素、一酸化炭素、アンモニア、二酸化窒素、
及び一酸化窒素を実質的に含まないガス状放出物をもたらす、ガス発生剤組成物。
【請求項１６】
　少なくとも１種のアルカリ金属過塩素酸塩が過塩素酸カリウムである、請求項１５記載
のガス発生剤組成物。
【請求項１７】
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　アルカリ金属過塩素酸塩が少なくとも約２００ミクロンの平均粒子サイズで存在する、
請求項１５記載のガス発生剤組成物。
【請求項１８】
　アルカリ金属過塩素酸塩が約３５０～約４５０ミクロンの範囲の平均粒子サイズで存在
する、請求項１５記載のガス発生剤組成物。
【請求項１９】
　以下のものから本質的になる、請求項１５記載のガス発生剤組成物：
　約４０～約６０組成重量％の硝酸グアニジン、
　約３５～約５０組成重量％の塩基性硝酸銅、
　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過塩
素酸塩、及び、
　約１～約５組成重量％の金属酸化物。
【請求項２０】
　以下のものから本質的になる、請求項１５記載のガス発生剤組成物：
　約４０～約５０組成重量％の硝酸グアニジン、
　約４０～約５５組成重量％の二硝酸ジアンミン銅－硝酸アンモニウム混合物（ここで硝
酸アンモニウムは混合物中に約３～約９０重量％の範囲で存在する）、
　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過塩
素酸塩、及び、
　約１～約５組成重量％の金属酸化物燃焼速度上昇・スラグ生成添加剤。
【請求項２１】
　以下のものを含む、請求項１５記載のガス発生剤組成物：
　約１０～約４０組成重量％の硝酸グアニジン、
　約４５～約６０組成重量％の塩基性硝酸銅、
　約５～約３０組成重量％の銅ジアンミンビテトラゾール、
　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過塩
素酸塩、
　約１～約５組成重量％の少なくとも１種の金属酸化物燃焼速上昇・スラグ生成添加剤。
【請求項２２】
　以下のものを含む、請求項１５記載のガス発生剤組成物：
　約１０～約６０組成重量％の硝酸グアニジン、
　約１～約３５組成重量％の塩基性硝酸銅、
　５－アミノテトラゾールと塩基性硝酸銅との反応から生じる約１０～約６０組成重量％
の銅－硝酸塩錯体、
　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過塩
素酸塩、
　約１～約５組成重量％の少なくとも１種の金属酸化物燃焼速度上昇・スラグ生成添加剤
。
【請求項２３】
　自動車の膨張式拘束システムのエアバッグクッションを膨張させるための膨張ガスを発
生させる方法であって、
　請求項１５記載のガス発生剤組成物に点火して、所定量の膨張ガスを発生させる工程、
及び、
　該膨張ガスでエアバッグクッションを膨張させる工程、
を含む膨張ガス発生方法。
【請求項２４】
　非アジ化物の有機の窒素含有燃料を含むガス発生剤組成物の燃焼により生成される放出
物の毒性を低下させる方法であって、
　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過塩
素酸塩を、該ガス発生剤組成物内に不均一に含ませることを含む、ガス発生剤組成物の燃
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焼放出物の毒性低下方法。
【請求項２５】
　ガス発生剤組成物が、塩基性硝酸銅、酸化第二銅、二硝酸ジアンミン銅－硝酸アンモニ
ウム混合物（ここで、硝酸アンモニウムは約３～約９０重量％の範囲で混合物中に存在す
る）、銅ジアンミンビテトラゾール、５－アミノテトラゾールと塩基性硝酸銅との反応か
ら生じる銅－硝酸塩錯体、及びこれらの組合せよりなる群から選択される少なくとも１種
の銅含有化合物を更に含む、請求項２４記載の方法。
【請求項２６】
　ガス発生剤組成物中にアルカリ金属過塩素酸塩を含ませることで、ガス発生剤組成物の
燃焼により、塩化水素、一酸化炭素、アンモニア、二酸化窒素、及び一酸化窒素よりなる
群から選択される少なくとも１種の放出物成分の相対量が低下している放出物がもたらさ
れる、請求項２４記載の方法。
【請求項２７】
　ガス発生剤組成物中にアルカリ金属過塩素酸塩を含ませることで、ガス発生剤組成物の
燃焼により、塩化水素、一酸化炭素、アンモニア、二酸化窒素、及び一酸化窒素を実質的
に含まない放出物がもたらされる、請求項２４記載の方法。
【請求項２８】
　アルカリ金属過塩素酸塩が過塩素酸カリウムである、請求項２４記載の方法。
【請求項２９】
　アルカリ金属過塩素酸塩が過塩素酸ナトリウムである、請求項２４記載の方法。
【請求項３０】
　アルカリ金属過塩素酸塩が少なくとも約２００ミクロンの平均粒子サイズでガス発生剤
組成物中に含まれる、請求項２４記載の方法。
【請求項３１】
　アルカリ金属過塩素酸塩が約３５０～約４５０ミクロンの範囲の平均粒子サイズでガス
発生剤組成物中に含まれる、請求項２４記載の方法。
【請求項３２】
　ガス発生剤組成物が約０．９５～約１．０５の範囲の当量比を有する、請求項２４記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的にはガスの発生に関し、更に詳しくは種々の好ましくない成分のレベ
ルが低下しているガス状放出物を生成するか又は与える、アルカリ金属過塩素酸塩含有の
ガス発生剤組成物によるガスの発生に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば衝突の場合のように、車両の突然の減速があった時に、ガスにより膨張又は拡張
されるクッション又はバッグ、例えば「エアバッグクッション」を使用して、車両の搭乗
者を保護することは公知である。かかるエアバッグ拘束システムには一般に、スペースの
要求をできるだけ小さくするために膨張していない折り畳まれた状態で収容された１つ以
上のエアバッグクッション、車両の突然の減速を検知するため車両のフレーム又は本体に
取り付けられた１つ以上の衝突センサー、衝突センサーにより電子的に始動される作動シ
ステム、及びエアバッグクッションを膨張させるためのガスを生成又は供給するインフレ
ータ装置が含まれる。車両が突然減速すると、衝突センサーが作動システムを始動させ、
これが次にインフレータ装置を始動させて、典型的には数ミリ秒の間に、エアバッグクッ
ションの膨張が始まる。
【０００３】
　当該技術分野では、１つ以上の膨張式拘束システムエアバッグクッションを膨張させる
ための多くの種類のインフレータ装置が開示されている。ガス発生用の火工物質、例えば
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「ガス発生剤」、の燃焼により膨張ガスを生成又は製造するインフレータ装置は公知であ
る。例えば、１つ以上のエアバッグクッションを膨張させるために蓄えられた加圧ガスを
補うガス発生剤の燃焼により発生される、追加のガス生成物を含む高温燃焼生成物を使用
するインフレータ装置は公知である。他の公知のインフレータ装置では、ガス発生剤を燃
焼させて発生する燃焼生成物が、エアバッグクッションを膨張させるのに使用される唯一
の又は実質的に唯一の膨張ガス源となり得る。典型的には、かかるインフレータ装置は、
好ましくない及び／又は毒性の燃焼副生物への搭乗者の接触を制限又は防止するために、
ガス発生剤組成物の燃焼中に生成する粉末又は粒状物質を膨張ガスから除去するためのフ
ィルターを含む。
【０００４】
　搭乗者の安全と傷害防止に対する関心の増大の観点から、多くの自動車は一般に、それ
ぞれが１つ以上のインフレータ装置を含むいくつかの膨張式の拘束システムを含む。例え
ば車両は、ドライバーと同乗者を正面衝突から保護するため、ドライバーエアバッグ、同
乗者エアバッグ、１つ以上のシートベルトプリテンショナ、１つ以上の膝クッション、及
び／又は１つ以上の膨張ベルトを含むことができ、それぞれが関連するインフレータ装置
を有する。車両はまた、ドライバーと同乗者を側面衝突から保護するため、１つ以上の頭
部／胸部クッション、胸部クッション、及び／又はカーテンを含むことができ、それぞれ
が関連するインフレータ装置を少なくとも１つ有する。一般に、現在の業界の安全ガイド
ラインを満足するためには、特定の車両内のすべてのインフレータ装置により生成される
ガス状放出物又は膨張ガスは全体として、厳密な含有量の制限を満足する必要がある。す
なわち、かかるインフレータ装置で使用されるガス発生剤組成物は、例えば塩化水素、一
酸化炭素、アンモニア、二酸化窒素、及び一酸化窒素のような好ましくない放出物を、で
きるだけ発生させないことが好ましい。
【０００５】
　塩化水素、一酸化炭素、アンモニア、二酸化窒素、及び一酸化窒素のような好ましくな
い放出物の生成量ができるだけ少ないガス発生剤組成物に対するニーズと需要がある。ガ
ス発生剤物質の当量比の操作は、ガス発生剤物質の放出物レベルを調整するのに一般的に
使用される技術ではあるが、かかる操作は、時に当量比「シーソー」と呼ばれる性能をも
たらす傾向がある。すなわち当量比が低下すると、酸化の不充分な種、例えばＣＯやＮＨ

3が増え、酸化過剰な種、例えばＮＯやＮＯ2が減少する。当量比が上昇すると、逆のこと
が起きる。
【０００６】
　上記に鑑みて、エアバッグインフレータ装置で使用した時に、一酸化炭素、アンモニア
、二酸化窒素、及び一酸化窒素のような好ましくないガス状放出物を実質的に含まないガ
ス放出物を生成する火工ガス発生剤組成物に対するニーズと需要がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の一般的な目的は、改良されたガス発生剤組成物を提供することである。
　本発明のより具体的な目的は、上記の問題の１つ以上を克服することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の上記の一般的な目的は、少なくとも一部は、
　非アジ化物の有機の窒素含有燃料、
　塩基性硝酸銅、酸化第二銅、二硝酸ジアンミン銅（ｃｏｐｐｅｒ　ｄｉａｍｍｉｎｅ　
ｄｉｎｉｔｒａｔｅ）－硝酸アンモニウム混合物（ここで、硝酸アンモニウムは約３～約
９０重量％の範囲で混合物中に存在する）、銅ジアンミンビテトラゾール、５－アミノテ
トラゾールと塩基性硝酸銅との反応から生じる銅－硝酸塩錯体（ｃｏｐｐｅｒ－ｎｉｔｒ
ａｔｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ）、及びこれらの組合せ、よりなる群から選択される少なくとも
１種の銅含有化合物、及び、
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　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える、所定量の少なくとも１種のアルカリ金属過
塩素酸塩（この少なくとも１種のアルカリ金属過塩素酸塩は、約１～約１０組成重量％の
相対量で存在し、そしてガス発生剤組成物が燃焼するとき、塩化水素、一酸化炭素、アン
モニア、二酸化窒素、及び一酸化窒素を実質的に含まないガス状放出物を与えるのに有効
である）、
を含むガス発生剤組成物により達成することができる。
【０００９】
　先行技術は一般に、１種以上のアルカリ金属過塩素酸塩を含むことを助長するか又は許
容し、同時に塩化水素、一酸化炭素、アンモニア、二酸化窒素、及び一酸化窒素のような
好ましくない放出物の生成を阻害するか、又はその量もしくはレベルを低下させるガス発
生剤組成物を提供していない。
【００１０】
　本発明は更に、
　非アジ化物の有機の窒素含有燃料、
　塩基性硝酸銅、酸化第二銅、二硝酸ジアンミン銅－硝酸アンモニウム混合物（ここで、
硝酸アンモニウムは約３～約９０重量％の範囲で混合物中に存在する）、銅ジアンミンビ
テトラゾール、５－アミノテトラゾールと塩基性硝酸銅との反応から生じる銅－硝酸塩錯
体、及びこれらの組合せよりなる群から選択される、銅含有化合物、
　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える、約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過
塩素酸塩、及び、
　二酸化ケイ素、酸化アルミニウム、酸化亜鉛、及びこれらの組合せよりなる群から選択
される、約１～約５組成重量％の少なくとも１種の金属酸化物燃焼速度上昇・スラグ生成
添加剤、
を含むガス発生剤組成物であって、
　非アジ化物の有機の窒素含有燃料、銅含有化合物、アルカリ金属過塩素酸塩、及び金属
酸化物燃焼速度上昇・スラグ生成添加剤が、ガス発生剤組成物が約０．９５～約１．０５
の範囲の当量比を有するのに充分な相対量で存在し、且つ、
　ガス発生剤組成物の燃焼により、塩化水素、一酸化炭素、アンモニア、二酸化窒素、及
び一酸化窒素を実質的に含まないガス状放出物をもたらす、ガス発生剤組成物を包含する
。
【００１１】
　本発明はなお更に、非アジ化物の有機の窒素含有燃料を含むガス発生剤組成物の燃焼に
より生成される放出物の毒性を低下させる方法であって、
　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える、約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過
塩素酸塩を、ガス発生剤組成物中に不均一に含ませること、
を含む方法を包含する。
【００１２】
　本明細書において使用する「当量比」という用語は、ガス発生剤組成物又は配合物中の
酸素のモル数と、水素を水に、炭素を二酸化炭素に、そして任意の金属を熱力学的に予測
される金属酸化物に変えるのに必要なモル数との比を意味する。従って、当量比が１．０
より大きいガス発生剤組成物は過剰に酸化されており、当量比が１．０未満のガス発生剤
組成物は過小に酸化されており、当量比が１．０に等しいガス発生剤組成物は完全に酸化
されている。
【００１３】
　本明細書において使用する「を実質的に含まない」という表現は、塩化水素、一酸化炭
素、アンモニア、二酸化窒素、及び一酸化窒素のような考えられるガス状放出物成分につ
いて使用されるとき、同じように、現在の業界基準（ＵＳＣＡＲ規格）で許可されている
か又は容認されているかかる成分の量と等しいか又はそれ未満の量でかかる成分を含む、
ガス状放出物又は膨張ガスを指す。例えば、車両がガス発生剤組成物を含む単一のインフ
レータを有する単一の膨張可能なエアバッグクッションを含む場合、ガス発生剤組成物の
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燃焼により生成されるガス状放出物又は膨張ガスは、インフレータが１００ｆｔ3タンク
中に放出されたとき、約５ｐｐｍ又はそれ未満の塩化水素を含むなら、実質的に塩化水素
を含まず、インフレータが１００ｆｔ3タンク中に放出されたとき、約４６１ｐｐｍ又は
それ未満の一酸化炭素を含むなら、実質的に一酸化炭素を含まず、インフレータが１００
ｆｔ3タンク中に放出されたとき、約３５ｐｐｍ又はそれ未満のアンモニアを含むなら、
実質的にアンモニアを含まず、インフレータが１００ｆｔ3タンク中に放出されたとき、
約５ｐｐｍ又はそれ未満の二酸化窒素を含むなら、実質的に二酸化炭素を含まず、インフ
レータが１００ｆｔ3タンク中に放出されたとき、約７５ｐｐｍ又はそれ未満の一酸化窒
素を含むなら、実質的に一酸化窒素を含まない。
【００１４】
　他の目的及び利点は、特許請求の範囲及び図面とともに以下の詳細な説明から当業者に
は明らかであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明は、改良されたガス発生剤組成物を提供する。更に詳しくは、ガス発生剤組成物
中に、充分な粒子サイズの粒子でもって１種以上のアルカリ金属過塩素酸塩を含有させる
ことにより、ガス発生剤放出生成物を劇的に改良できる（例えば、生じる放出物における
好ましくない物質の、例えば塩化水素、一酸化炭素、アンモニア、二酸化窒素、及び一酸
化窒素のうちの１種以上のような物質の、含有量が有意に低下する）ことが発見された。
更に詳しくは、平均粒子サイズが１００ミクロンを超え、好ましくは平均粒子サイズが少
なくとも約２００ミクロンのアルカリ金属過塩素酸塩粒子をガス発生剤組成物中に含有さ
せると、そのようなサイズのアルカリ金属過塩素酸塩粒子を含有しないことを除いて同じ
ガス発生剤組成物の燃焼から生じる放出物と比較して、かかるサイズのアルカリ金属過塩
素酸塩粒子を含むガス発生剤組成物の燃焼から生じる放出物を劇的に改良することができ
ることが分かった。本発明の少なくとも特定の好適な態様では、本発明によるガス発生剤
組成物に含有されるアルカリ金属過塩素酸塩粒子は、約３５０～約４５０ミクロンの範囲
の平均粒子サイズを有することが有利であることが分かった。
【００１６】
　上記したように、本発明によるガス発生剤組成物の燃焼による、塩化水素、一酸化炭素
、アンモニア、二酸化窒素、及び一酸化窒素のうちの１種以上のような好ましくない物質
の含有量の低下は、ガス発生剤組成物中に充分なサイズの粒子の１種以上のアルカリ金属
過塩素酸塩を含有させることに依存すると考えられる。すなわち、かかる好ましくない物
質の含有量の低下は、均一なガス発生剤組成物の成分としてアルカリ金属過塩素酸塩を単
に含有するだけでは観察されておらず、それよりも、ここに記載したようなサイズのアル
カリ金属過塩素酸塩粒子をガス発生剤組成物中に取り入れなくてはならない。
【００１７】
　本発明のガス発生剤組成物中に取り入れられるアルカリ金属過塩素酸塩の粒子サイズが
大きいほど、それから得られる不均一性の程度が大きくなり、そのため、本発明により粒
子状ガス発生剤組成物中へサイズ調整したアルカリ金属過塩素酸塩粒子を含ませることの
結果として、放出物の毒性に関して達成される効果がより大きくなるものと理論づけされ
る。更に、平均粒子サイズが１００ミクロン未満のアルカリ金属過塩素酸塩粒子を使用す
ると、その結果得られるアルカリ金属過塩素酸塩含有ガス発生剤組成物がより均一になる
ため有効性は低下すると理論づけされる。
【００１８】
　本発明を実施する際に使用される適当なアルカリ金属過塩素酸塩には、リチウム、ナト
リウム、カリウム、ルビジウム、及びセシウムの過塩素酸塩が含まれる。実際のところ、
過塩素酸ナトリウムと過塩素酸カリウムは、性能とコストから本発明を実施する際に使用
するのに特に好ましいアルカリ金属過塩素酸塩であると考えられ、少なくとも一部はそれ
に関連した低い吸湿性の結果として、過塩素酸カリウムの使用が特に好ましい。
【００１９】
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　本発明を実施する際に使用するのに特に適したガス発生剤組成物は、非アジ化物の有機
の窒素含有燃料を含むガス発生剤組成物である。前駆体配合物で使用するのに有用な窒素
含有燃料としては、一般に、硝酸アミン、ニトロアミン、複素環ニトロ化合物、テトラゾ
ール化合物、及びこれらの組合せなどのような、非アジ化物の有機の窒素含有燃料が挙げ
られる。一部の好ましい態様によれば、本発明の塩素含有ガス発生剤組成物では種々の窒
素含有燃料が使用できるとは言え、窒素含有燃料は有利には硝酸グアニジンでよい。一般
に、硝酸グアニジンは、その良好な熱安定性、低コスト、及び燃焼時の高いガス収率のた
めに、望ましかろう。
【００２０】
　本発明を実施する際に使用するのに特に適したガス発生剤組成物は、塩基性硝酸銅、酸
化第二銅、二硝酸ジアンミン銅－硝酸アンモニウム混合物（ここで、硝酸アンモニウムは
約３～約９０重量％の範囲で混合物中に存在する）、銅ジアンミンビテトラゾール、５－
アミノテトラゾールと塩基性硝酸銅との反応から生じる銅－硝酸塩錯体、及びこれらの組
合せよりなる群から選択される、少なくとも１種の銅含有化合物を更に含むガス発生剤組
成物である。当業者により理解されるように及びここに提示した教示から導かれるように
、このような含有される銅含有化合物は、特定の組成物内で１つ以上の又は種々の機能を
果たすことができる。例えば、特定の組成物において、特定のかかる銅含有化合物は、例
として酸化剤、燃料又は燃焼速度触媒又は増進剤として機能し、あるいは働くことができ
る。更に、特定のかかる銅含有化合物の選択と使用には、しばしばコストと性能のバラン
スが関与する。
【００２１】
　所望であれば、本発明によるガス発生剤組成物はまた、少なくとも１種の金属酸化物燃
焼速度上昇・スラグ生成添加剤を都合よく含有することができる。かかる金属酸化物添加
剤は、ガス発生剤組成物の燃焼速度を上昇させるために添加してもよく、あるいはフィル
タにかけることが可能な粒状物質もしくはスラグを生成することにより好ましくない燃焼
副生物の除去を助けるために添加してもよい。実際のところ、本発明のガス発生剤組成物
は、最大約１０組成重量％の少なくとも１種のかかる金属酸化物添加剤を含むことができ
る。適当な金属酸化物添加剤としては、それらに限定はされないが、二酸化ケイ素、酸化
アルミニウム、酸化亜鉛、及びこれらの組合せが挙げられる。本発明の一部の好適な態様
において、本発明のガス発生剤組成物は好ましくは、約１～約５組成重量％の少なくとも
１種のかかる金属酸化物添加剤を含有する。本発明の一部の好適な態様によるガス発生剤
組成物は好ましくは、約１．５～約５組成重量％の酸化アルミニウムの金属酸化物燃焼速
度上昇・スラグ生成添加剤と、最大約１組成重量％の二酸化ケイ素の金属酸化物燃焼速度
上昇・スラグ生成添加剤とを含む。
【００２２】
　実際のところ、本発明のこの態様によるガス発生剤組成物は、好ましくは、約１～約１
０組成重量％の相対量の好適にサイズ調整されたアルカリ金属過塩素酸塩粒子を含むこと
が分かった。
【００２３】
　当量比が約０．９５～約１．０５の範囲、好ましくは約０．９９～約１．０４の範囲の
ガス発生剤組成物は、生成放出物を改良するのに、例えば一酸化炭素、アンモニア、二酸
化窒素、及び一酸化窒素のような好ましくないガス種の量を低下させるか又は最小にする
のに好ましいことが分かった。
【００２４】
　本発明による好適なガス発生剤組成物としては、以下のものが挙げられる。
１．択一的に、以下のものを含む、以下のものからなる、又は以下のものから本質的にな
る組成物：
　　約４０～約６０組成重量％の硝酸グアニジン、
　　約３５～約５０組成重量％の塩基性硝酸銅、
　　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過
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塩素酸塩、及び
　　約１～約５組成重量％の金属酸化物燃焼速度上昇・スラグ生成添加剤。
【００２５】
２．択一的に、以下のものを含む、以下のものからなる、又は以下のものから本質的にな
る組成物：
　　約４０～約５０組成重量％の硝酸グアニジン、
　　約４０～約５５組成重量％の二硝酸ジアンミン銅－硝酸アンモニウム混合物（ここで
硝酸アンモニウムは混合物中に約３～約９０重量％の範囲で存在する）、
　　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過
塩素酸塩、及び
　　約１～約５組成重量％の金属酸化物燃焼速度上昇・スラグ生成添加剤。
【００２６】
３．択一的に、以下のものを含む、以下のものからなる、又は以下のものから本質的にな
る組成物：
　　約１０～約４０組成重量％の硝酸グアニジン、
　　約４５～約６０組成重量％の塩基性硝酸銅、
　　約５～約３０組成重量％の銅ジアンミンビテトラゾール、
　　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過
塩素酸塩、及び
　　約１～約５組成重量％の少なくとも１種の金属酸化物燃焼速度上昇・スラグ生成添加
剤。
【００２７】
４．択一的に、以下のものを含む、以下のものからなる、又は以下のものから本質的にな
る組成物： 
　　約１０～約６０組成重量％の硝酸グアニジン、
　　約１～約３５組成重量％の塩基性硝酸銅、
　　５－アミノテトラゾールと塩基性硝酸銅との反応から生じる約１０～約６０組成重量
％の銅－硝酸塩錯体、
　　平均粒子サイズが１００ミクロンを超える約１～約１０組成重量％のアルカリ金属過
塩素酸塩、及び
　　約１～約５組成重量％の少なくとも１種の金属酸化物燃焼速度上昇・スラグ生成添加
剤。
【００２８】
　特に、５－アミノテトラゾールと塩基性硝酸銅との反応から生じる銅－硝酸塩錯体は、
銅、ヒドロキシニトレート１Ｈ－テトラゾール－５－アミン錯体であると考えられる。
【００２９】
　本発明によるガス発生剤組成物を調製するのには、当該技術分野で公知のもののような
、種々の調製技術を使用することができる。例として、例えばスラリー混合後に噴霧乾燥
して均一な粉末を作ることにより、種々のガス発生剤組成物コンパウンド（アルカリ金属
過塩素酸塩以外）を調製することができる。次に、かかる均一な粉末を所望のサイズのア
ルカリ金属過塩素酸塩と、所望粒子サイズのアルカリ金属過塩素酸塩を保持するように投
入エネルギーの小さいミキサーを使用して混合することができる。次いで、得られた混合
物を、例えばタブレット化などにより、適切に処理して、組成物を特定の所望の形状もし
くは形態にすることができる。
【００３０】
　当業者及びここに提示されている教示に導かれた人は、本発明によるガス発生剤組成物
を調製するためには、当該技術分野で公知のもののような種々の調製技術を使用できるこ
とを理解するであろうが、本発明を実施するには一般に、最終ガス発生剤組成物が特定の
サイズ範囲のアルカリ金属過塩素酸塩粒子を含むことが必要である。
【００３１】
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　本発明は更に、本発明によるガス発生剤組成物を点火して所定量の膨張ガスを発生させ
る工程と、次に膨張ガスでエアバッグクッションを膨張させる工程を含む、自動車の膨張
式拘束システムのエアバッグクッションを膨張させる方法を包含する。理解されるように
、この膨張ガスは、塩化水素、一酸化炭素、アンモニア、二酸化窒素、及び一酸化窒素を
実質的に含まない。
【００３２】
　理解されるように、本発明によるガス発生剤組成物は、種々の異なる構造体、アセンブ
リ及びシステムとともに、取り込むか、利用するか、又は実施することができる。代表的
なものとして、図面は、参照数字１４で一般的に示される膨張可能な車両搭乗者安全拘束
システムが位置する内部１２を有する車両１０を示している。理解されるように、本発明
の理解に必要ではない一部の標準的な構成要素は、例示と理解を容易にするために図面か
ら省略又は除かれている。
【００３３】
　車両搭乗者安全拘束システム１４は、口を開いた反応キャニスタ１６を含み、これは膨
張式車両搭乗者拘束具２０、例えば膨張式エアバッグクッションと、関連する搭乗者拘束
具の膨張のための膨張ガスを発生又は供給するための、参照数字２２で一般的に示される
装置のためのハウジングを形成する。上記したように、かかるガス発生装置は一般に「イ
ンフレータ」と呼ばれる。
【００３４】
　インフレータ２２は、本発明による及び上記したような所定量のガス発生剤組成物を収
容する。インフレータ２２はまた、点火でガス発生剤組成物と連通するガス発生用の組成
物の燃焼を開始するための、当該技術分野で公知のもののような点火器を含む。理解され
るように、インフレータ装置の具体的な構成は、本発明のより広い範囲の実施を限定する
ものではなく、かかるインフレータ装置は当該技術分野でやはり公知であるように様々に
構成することができる。
【００３５】
　実施のところ、エアバッグクッション２０は展開すると、搭乗者の車両前方方向、すな
わち図面では向かって右の方向、への動きを拘束することにより、車両搭乗者２４を所望
のように保護する。
【００３６】
　本発明を、本発明の実施に関係する種々の側面を例示しシミュレートする以下の例に関
して更に詳細に説明する。本発明の精神の範囲内に入る全ての変更は保護されることを求
められ、従って本発明はこれらの例により制限されると解されるべきでないことを理解さ
れたい。
【実施例】
【００３７】
　比較例１と実施例１
　これらの試験のそれぞれについて、表１に示す組成物（化合物の値は「組成重量％」で
表している）を調製した。
【００３８】
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【表１】

【００３９】
　ここで、
　ＧｕＮＯ3＝硝酸グアニジン、
　ＣＤＤＮ＝二硝酸ジアンミン銅、
　ＡＮ＝硝酸アンモニウム、
　ＫＰ＝過塩素酸カリウム、
　ｎａ＝データなし、
　ＥＲ＝当量比、
である。
【００４０】
　より具体的に言うと、硝酸グアニジン、硝酸アンモニウム、二硝酸ジアンミン銅、及び
二酸化ケイ素をスラリー混合し、次に噴霧乾燥して粉末前駆体を作った。実施例１では、
所望のサイズの過塩素酸カリウム粒子を、アルカリ金属過塩素酸塩を所望のサイズで保持
するように投入エネルギーの小さいミキサーを使用して、粉末前駆体と混合した。得られ
た混合物を次に、一般的なタブレット化処理を利用して適切にタブレット化した。
【００４１】
　タブレット化した組成物を標準的な試験装置ハードウェアを使用して評価し、それぞれ
の組成物を燃焼させ１００立方フィートのタンクに排出した。比較例１と実施例１の組成
物を使用して、それぞれ３回の実験を行った。各実験で生じたガス状放出物をＦＴＩＲに
より試験して、各組成物ごとに放出物中に存在する微量種、種のレベル（ｐｐｍ）を同定
及び定量した。３回の実験について平均したものを表２に示す。また表２には、掲載した
成分のそれぞれについてのＵＳＣＡＲ規格値を示す。
【００４２】
【表２】

【００４３】
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　結果の考察
　表２に示すように、ガス発生剤組成物が２００の平均粒子サイズの過塩素酸カリウムを
含むことにより、放出物のＣＯ、ＮＯ及びＮＯ2レベルが劇的に低下した一方、アンモニ
アとＨＣｌの放出物レベルは無視できる程度に維持され、実施例１のガス発生剤組成物を
使用して生成した放出物はＣＯ、ＮＨ3、ＮＯ、ＮＯ2、及びＨＣｌのそれぞれについてＵ
ＳＣＡＲ規格値を満足した。
【００４４】
　ここに例示として開示した本発明は、ここに具体的に開示されていない任意の構成要素
、部分、工程、部品、又は成分の非存在下で適切に実施することができる。
【００４５】
　上記の詳細な説明において、本発明を特定の好ましい態様に関連して説明し、多くの詳
細を例示目的で記載したが、本発明には更なる態様が可能であること、ここに記載したい
くつかの詳細は、本発明の基本的原理から逸脱することなく相当に変化させることができ
ることは、当業者に明らかであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の一つの態様による、車両内部のエアバッグモジュールアセンブリからの
エアバッグクッションの展開を示す、部分的に破断した簡略図である。
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